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序章
　「童謡」という子どものために創作された
歌謡が、今や日本国民の愛唱歌となり、高齢
者施設でも日常に口ずさまれている現状をみ
ると、その童謡が纏められた「童謡集」は、
単に児童文化財の範疇を超え、日本文化の重
要な文化財であると言える。「童謡」それ自
体が、日本独自のものであれば、世界に比し
て、多くの独自性を持つ日本の文化財として
もその存在意義は大きい。とりわけ、1910（大
正10）年～1920年代（昭和初期）に発行され
た日本の童謡集は、総合芸術として非常に質
の高いものであり、それらはその後の児童文
学や美術に大きな影響を与えた。
　現在、児童文化から端を発したアニメ文化
は、日本を代表するサブカルチャーとして、
世界に知られ、多くの知見がある。それに対
し日本の児童文化の中でも芸術的に最も高度
な発達を示した童謡についての海外での認知
度は低い。国内でも多数の童謡ファンがいる
にも拘わらず、その研究は多くはない。まし
てや「童謡集」について論じたものは少ない。
一方で、筆者が第10回アジア児童文学会で「童
謡集という総合芸術」* 1 として「童謡集は総
合的芸術としての魅力を持ち、童謡は日本人
が愛唱して止まない」と発表したところ、発
表内容が新聞報道されたり * 2 、米国からメー
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The composite art of nursery rhymes 
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  In this study I report on the high level of fusion between poetry, music, and pictures in 
collections of nursery rhymes published in Japan between 1910 and 1920.
  Collections of nursery rhymes as opposed to collections of poetry combine poetry, music, 
and pictures in more complicated manner. There collections of nursery rhymes had a 
significant in fluency on the children’s songs and literature of later generations.
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ルでの問い合わせがあったり、海外でも高い
関心が示された。そこで「童謡集の持つ総合
芸術性」について、詳細な日本語の論文をま
とめるのは意義のあることだと思われる。
　本稿は大正期に発行された日本の童謡集の
代表として、北原白秋の第一童謡集『トンボ
の眼玉』、三木露風の第一童謡集『真珠島』
を例に挙げ、装丁、扉絵、童謡、挿絵、作曲
などの視点から分析し、童謡集の総合芸術と
しての質の高さの実際を論じる。これらの分
析・考察を通して、一流の詩人たちが創作し
た童謡集が、当時の子ども達にいかなる恩恵
を与えたか。またその後の日本文化とどう関
わって来たのかを論述した。
　先行研究として、児童出版美術について記
された最初のまとまった著書とされるのは上
笙一郎『児童出版美術の散歩道』（1980）* 3 で
あり、児童書のイラストレーションについて
著された上笙一郎『日本の童画家たち』（1994）
* 4 に児童書の装丁についての記述がある。童
謡集の 装丁と挿絵については滝沢典子の論文
* 5 及び『近代の童謡作家研究』* 6 に記述が見
られる。一方、明治・大正期の本の装本に関
する文献は幾冊かあり、北原白秋と三木露風
添付資料①
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の装本に関して恩地幸四郎の『装本の使命』
* 7 （1992）を参照した。
　童謡の概論として畑中圭一『文芸としての
童謡』* 8 （1997）、上笙一郎編『日本童謡の
あゆみ』* 9（1997）、畑中圭一『日本の童謡』*10
（2007）、和田典子「唱歌から芸術童謡へ」*11
（2001）を参照した。北原白秋の『トンボの
眼玉』に関しては、佐藤通雅『白秋の童謡』
（1979）がある。三木露風の第一童謡集『真
珠島』に関しては、『真珠島』復刻時に家森
長治郎「『真珠島』解説」（1989）が添えられ、
装丁に関する記述が数行ある。
　和田典子「童謡集という総合芸術」（中国題
「作為総合芸術的童謡」）は本稿のアウトライ
ンを指標する論文であり、研究紀要集『在地
球的 一 』（全文中国語）に所載され、中国
北京で発行されているが、日本では入手困難
という理由に鑑み本論文末に参考文献として
添付した。
 
第 1章　一流の詩人による童謡の創作
第 1 節　童謡とは
　童謡（どうよう）とは、広義には子どもの
歌の総てを指し、狭義には、児童雑誌『赤い
鳥』（1918年 7 月）で鈴木三重吉が提唱した
大人が子供に向けて創作した芸術味豊かな歌
謡と、子どもたちが書いた詩（＝児童詩）を
含んだものを指す。音楽関係者間では、先に
詩があり後に曲が付けられる子どもの歌を
「童謡」としている。
　歴史的に見ると、「民謡」に対して童（わ
らべ）の謡としての「童謡」が存在したが、『赤
い鳥』を起点とする創作童謡を「童謡（どう
よう）」と呼ぶようになったので、以前のも
のを「わらべ唄」と呼び区別するようになっ
た。わらべ唄は、民謡と同様に大衆的な子ど
もの歌で、作者も発祥地も不明である。一方、
大正 7 年以降の「童謡」は、一流の詩人達の
創作によるものであったから「創作童謡」「芸
術童謡」とも呼ばれ、作者が明確で、それぞ
れが制作時のエピソードを記している場合も
あり、作品の誕生場所や創作事情が明らかな
ものが多い。
　なお、『赤い鳥』創刊頃、鈴木三重吉は、
詩人のみならず歌人や小説家にも童謡創作を
依頼したので、多くの歌人や作家が童謡を創
作している。例えば与謝野晶子や、島木赤彦
などは有名である。
　童謡が、当時盛んになり始めたレコードや
ラジオなどのメディアにのり大ブームになるに
従い、多くの人々が童謡創作を手がけるように
なり、特に童謡集に関わる画家、例えば竹久
夢二や加藤まさをなど、画家による童謡創作
と童謡集の上梓は、特筆されるべき特色と言
えるであろう。
　唱歌との違いも問題にされることが多い
が、「唱歌」とは、文部省が学校の唱歌科で
歌う歌として、国文学者や歌人あるいは教師
に創作させたものである。そのため、内容は
教育的目的が優先し、歌詞も時代によって変
化している点が、童謡と大きく違うところで
ある。作者も明示することは避けられ「文部
省唱歌」と一括りにされることが多かった。
時には 1 曲の歌詞を複数の者が創作すること
もあったという。学校教育の普及と共に唱歌
が日本の津々浦々まで響き、歌う喜びや西洋
音楽の基礎が伝えられた功績は大きい。しか
し、文芸として見たとき、そこに批判が生じ
たのである。
　日本で最初の童謡集『トンボの眼玉』の「は
しがき」*12に、明治期の唱歌に対する北原白
秋の批判と、それに対して白秋の目指すとこ
ろの童謡の在り方が記されている。唱歌批判
の引用 a）、白秋の童謡の在り方を示す箇所
として引用 b）を引きたい。
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a ）小さい時から、あまりに教訓的な、そ
して不自然極る大人の心で　咏まれた学
校唱歌や、郷土的の
ﾏ ﾏ
にほひの薄い西洋風
の翻訳歌調やに壓えつけられて、本然の
日本の子供としての自分たちの謡を自分
たちの心からあどけなく歌ひあげるとい
ふ事がいよいよ無くなつて来てゐる
b ）ほんたうの童謡は何よりわかりやすい
子供の言葉で、子供の心を歌ふと同時に、
大人にとつても意味の深いものでなけれ
ばなりません。
　 a ）から、学校唱歌は、教訓的であったり、
西洋風の翻訳調の歌詞のため、郷土的な匂い
が薄く、日本の子供の心から発せられた気持
ちが無くなっているという。それに対して、
b ）により、白秋自身は「わかりやすい子供
の言葉で、子供の心を歌ふ」ことを旨として
童謡を作り、それがほんとうの童謡だという。
童謡界では、「わかりやすい言葉」を「童語」、
「子供の心」を「童心」という特別な用語で
指し、いわゆる「童謡は童心童語で創られた
歌だ」というのであるが、白秋の言う「童心
童語」とはいかなるものであろうか。
　同じく「はしがき」に、子どもの頃の子守
歌やわらべ唄の節まわしが「いつまでも忘れ
られない」と例をあげながら説き、現在はこ
うした「純日本の童謡」が廃れてゆくので「日
本人としての純粋な郷土民謡を復興したい」
という。「今の無味乾燥な唱歌風のものから
元の昔に還さなくてはならない」とし、一度
戻した童謡の「本然の心」の上に「新しい今
の日本の童謡を築き上げ」なければならない
と願っている。引用 b ）の後半により、そ
の新しい歌が、純粋の日本人の心の上に成り
立っているからこそ、子どもも歌うが、「大
人にとつても意味深い」ものでなくてはなら
ない、とも説いている。
　さらに、「子供の心」について白秋は、「子
供の感覚が、どんなに鋭く、新しいか、生き
てゐるか」ということを例を挙げて示してい
る。例をまとめると、初めて鮮やかな白い雪
の粉がチラチラ降り出して来ると、子供は喜
び勇んで、小踊りしながら「雪花ふるわな／
空に虫が湧くわなて…」と歌い、空に湧く白
い粉雪の一片一片を今生まれたばかりの活き
た羽虫の一匹一匹として喜ぶ。一方、大人は
「 雪は鵝毛に似て飛んで散乱し」と歌い「死ん
だ鵝毛に譬えへて観賞する」。ここの大人の
例を、唱歌を創っている大人と解釈すると一
層白秋の言わんとすることが伝わってくる。
　つまり、子どもの心は生き生きと自然の中
に存在し、溌剌とした感覚に根ざしているか
ら、白秋自身も「素裸な子供の心を直接にう
つ、さうしたものをと心がけて」童謡を創っ
ているというのである。
　これらのことから、童謡とは、自然の中か
らわき出た溌剌とした子どもの心を、わかり
やすい子どもの言葉で謡ったものだと白秋は
主張している。そしてこれが白秋の「童心童
語」だと言えるだろう。
　その後、各作家それぞれの作品の個性と相
俟って詩観や児童観による違いから「童心童
語」のとらえ方も違ってくるが、ここでは、
最初の唱歌批判として、白秋の「童心童語」
を考察することによって、唱歌と童謡の在り
方の違いとしておきたい。
第 2 節　一流の芸術品である童謡
　1909（明治42）年 3 月、北原白秋が『邪宗門』
（風易社）を、 9 月に三木露風が『廃園』（光華書
房）を相次いで上梓し、文壇にその才能を認
められた時、高村光太郎は、「詩と音楽」*13の
中で、
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c ）　官能から生
ラ・ヸイ
を観じて一種の象
サンボリツク
徴的詩
歌に傾いてゐる北原白秋氏の作と、ハア
ブの一の銀線の様に感じ易い心を以て 生
ラ・ヸイ
を歌つてゐる半
セミ・ ミュージカル
音楽な三木露風氏の作と
は、現代の日本の文芸界に取つて誇りと
す可きものである、と私には思はれる。
　と述べ、若き詩人達の出発を祝福した。以
降、両者は、日本の詩壇でも最高傑作と言わ
れる詩集を次々に発表し、詩壇を席巻した。
明治末から大正期にかけて彼らの活躍した時
代を、それぞれの名前の一部を組み合わせ「白
露時代」と呼んでいるほどである。
　詩において各自の優れた業績を打ち立てた
後、二人は共に鈴木三重吉の依頼により、子
どものために芸術性薫り高い「童心童語」の
詩、つまり「童謡」を創作した。こうして創
作された童謡群を総覧して、高村光太郎は次
のようにも評した。
d ）　白秋氏の芸術全体を広義に於ける童
謡と見る事も出来る。其程氏は稀有な天
品の童謡作家であると思ふ *14
　白秋の芸術は、新体詩・自由詩・抒情小曲・
短歌・長歌・俳句・童謡・民謡・小唄・歌謡
曲・散文（詩論や歌論・随筆）など総ての韻
文学に及び、大きな成果を残したが、これら
総てが広義における彼の童謡だと評する高村
光太郎は、白秋の中にある天性の童心を見抜
いていたと言えるだろう。
　三好達治もまた「僕は白秋では童謡が一番
すぐれていると思う。一番永遠性のあるもの
だと思う。」*15と言い、彼がそう判断する根
拠を「結局そこに歌う喜びが最高に満ち溢れ
ていると感ずるからだ」*16と、三好の言葉を
聞いた山本健吉が分析する。
　また、佐藤通雅は、童謡は、有り余る才能
の持ち主だった白秋にとって余技であったの
かという見方や、あるいは、童謡創作の依頼
が白秋の不遇期に一致するため、詩に行き詰
まったからという知見に対して、白秋自身の
言葉（引用 e））*17を引きながら、「白秋にとっ
て童謡は、平易な転換などではなく、」「本質
への還元そのもの」であると指摘する *18。
e ）童謡作家としての現在も容易に心を流
して来た訳では無かつた。詩に行き詰
まって童謡の平易に転換したなどと見る
人があるならば、それはあまりに詩胎の
発素を知らないのである。私の童謡製作
は寧ろ本質への還元であるかも知れぬ。
（白秋の言葉）
f ）（白秋は）仮に童謡に出会わなかった
としても、歌人としてまた詩人として活
路を開いていける力量の持ち主だったの
だ。白秋こそ童謡を余技としてやりかね
ない人だった。ところが実際にやりはじ
めたら、余技どころか全力投球の対象に
し、やがては芸術の究境をそこに見てし
まう。
　引用 f ）にあるように、白秋の性格や才
能から見ると、いかにも余技としてやりかね
ない人なのに「全力投球」し、ついには童謡
の中に「芸術の究境を見てしまう」とも説明
する。
　つまり、童謡は当時の詩人達が余技として
創作したのではなく、詩壇の最高峰にまで登
り詰めた後に、自分たちの芸術の到達点とし
て至った表現形態なのであった。特に白秋に
おいては、あらゆる韻文の業績を残しながら、
童謡にこそ歌う喜びが満ちあふれている故
に、総ての業績の中で童謡が一番優れている
と自他共に認められるのである。従って、そ
の童謡の芸術性の高さは言うに及ばない。
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第 3 節　三木露風「童謡は詩である」　
　童謡創作に没頭した白秋に対して、常に詩
の創作と平行していた露風の場合も、童謡は
決して余技ではなかった。露風は最初の童謡
集『真珠島』の自序に、自分自身の童謡観を
示し「童謡は詩である」と高らかに言明した。
g ）童謡は乃ち、天真のみずみずしい感覚
と想像を、易しい言葉でうたふ詩です。
易しい子供の言葉で、―それはほんたう
の詩と異らないものを易しい子供の言葉
で、といふ意味です。　
　　童謡は詩です。
　「 童謡は詩です」と露風は言う。しかし、
なぜ象徴詩として際だった個性を持ち、時と
して晦渋であるとすら言われる瞑想的な詩
が、童謡と同じ土俵で語ることができるので
あろうか。この疑問を、和田典子は「三木露
風　詩と童謡研究－詩からの連続性と独自
性－」*19の中で、露風の童謡を、詩から受け
継いだ部分と、童謡独自の在り方の部分に着
目して作品分析した結果、次のような結論に
達している。
h ）童謡が詩から象徴性の詩想と、多くの
表現技法を受け継ぎつつ、絵画的な美し
さと幻想性、子どもの心から発せられる
無心とそれに連なる永遠の時の流れなど
の独自性を持った優れた芸術作品である
ことが明らかになった。
    
i ）情感的にも、表現技法など詩における
さまざまな要素が、「赤蜻蛉」に収束し
ていた。また、「黄金の泉」では深い詩
想を、美しい絵画的な象徴で、聴覚的な
象徴のリズムに乗せて、子どもにも理解
できる易しい言葉で表現していた。短歌
や詩からの表現技法を応用しながら、童
謡独自の夢や幻想性を持ち、童謡という
形式以外には表現できないという独自性
を持っていることがわかった。
    
　引用 h ） i ）では、露風の童謡は、詩か
ら詩想や技術を受け継いだばかりか、夢や幻
想性という点において、童謡という形式以外
には表現できないという独自性をも持ってい
るという。同論文において、露風は象徴詩人
として第一人者であったが、その詩風が自然
を基調にした抒情的な象徴詩であり、追憶や
夢幻を使って物事の真実や生命、悠久な時間、
宇宙観までをも求めようとしていたため、童
謡と相通じる部分があったという和田は主張
する。
　以上の検証で明らかなように、くしくも「白
露時代」の双璧は、共に自己の芸術の究極の境
地として童謡という形式を求めたのであった。
　現在でも児童文化は、大人文化より低く見
られがちだが、前の時代はその傾向がさらに
強かった。しかし、童謡は、決して詩にも劣
るところがなく、対象を子どもにまで広げた
ために使用語彙が易しくなったという表現形
態の違いを持った存在である、と認識しなけ
ればならない。
　ただし、ここまで自己の芸術の究極の境地
として童謡を高めた初期に比べ、童謡隆盛期
には粗製濫造され、童謡の質の低下を招いた
こともあり、生活のために童謡を創作した
人々がいたことも付け加えておく。
第 2章　童謡集の総合的な芸術性の高さ
第 1 節　総合芸術書である詩集から童謡集へ
　象徴詩隆盛期は、文学と絵画と音楽との密
接度が高い時代で、象徴詩人であった北原白
秋も三木露風も詩集は総合芸術であると理解
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し、作品のみならず、装丁や挿絵にも心を砕
き美しく芸術性の高い詩集を出版した。抽象
版画の創始者であり装丁家としても優れた仕
事を残した恩地考四郎は、『装本の使命』で、
北原白秋と三木露風の装書について「当時詩
壇の双璧、白秋、露風がここでも並ぶことに
なる」*20と述べている。さらに同書で、北原白
秋の本について、次のように述べている。
ｊ）　北原白秋は自装家のなかでも最もす
ぐれている。彼は画も巧み、むろん画か
きの画ではないが、画かきにかけないい
い味をもつものだ。であったから随所に
カツト風にこれを挿入もし又挿画として
別刷でも入れているが、装本として立派
なものを示している *21。
　「自装」というのは、自分で本の装丁をす
ることを意味する。恩地幸四郎は自装の良さ
を次のように説明している。
k ）著者自装という形態は、装本としては
最も好ましいことだ。読者にとって二重
の味識というわけになる。むろん、そう
したことに無関心で、或はまたそういう
技術には向かない著者もあるわけだか
ら、別に装本家を要することにもなるの
だが、著者で装本が出来ればそれに越し
たことはないだろう。
　自装は読者にとって二重の味わいがあり、
北原白秋は自装家としても当時の文壇では群
を抜いていたという。白秋の本は弟北原鉄雄
が、写真・文学系出版社アルスを、北原義雄
が美術系のアトリエ社を創業していた関係も
あり、総ての本が個性豊かに装丁されており、
それぞれが多彩な特色を持っている。それら
の白秋の本と、三木露風の本は、詩と同じく
双璧として並び立っていたと言われるのであ
るから、その評価は推して知るべしであろう。
　恩地考四郎は、露風の本のうち『象徴詩集』、
童謡集『お日さま』、童謡曲集『野茨の教』『パ
ンの笛』などを装丁しているが、モダンで新
鮮味のある、しかも内容を良く表す仕上がり
となっている。露風は装丁者に注文はつけな
いけれども、愛して止まない自身の作品を装
丁者に託すとき、最も代表的な作品を書き抜
いて渡したというエピソードを、「象徴詩集」
の解説 *22から読み取ることができる。
l ）「象徴詩集」。同じくアルス刊、三木露
風氏の詩集である。濃緑色クロースに之
も放射草葉も黒刷、其に背文字と共に白
箔で花形を置いた。－中略－
　 此書の装書の際に、著者がわざわざ各部
の主要作をきれいに抜書して示されたの
を今も保存している。この事がこの装書
を虔しくしたのである。自著を愛する人
の装書を託される時は身命をもいとわず
という気になるのである。大正十一年刊。
　重厚な美しさを具現した詩集であるが、露
風が「わざわざ各部の主要作をきれいに抜書
して示された」ものを、「今も保存している」
装丁者は、その装丁にあたり、「身命をもい
とわずという気」にさせられ、心血を注いで
自己の芸術作品を作った。その結果、詩集と
してその内容に相応しい敬虔なものになった
と言うのである。恩地考四郎は、「それらは
今でも愛情が持てる」*23とも語る。詩人と装
丁者が共鳴し合って詩集というひとつの芸術
品を生み出していく喜びが伝わってくるエピ
ソードである。
　白秋と露風の芸術に傾ける情熱は、童謡集
にも強く及ぶ。童画・曲譜を持つ童謡集は、
詩集よりもさらに総合的な芸術度の高さが要
和田　典子
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求されたのである。　
　『赤い鳥』創刊以降、類似雑誌が創刊され
た。これらの雑誌では、洋画を勉強した新進
気鋭の画家を採用した。その結果、各社から
毎号競うように美しい童画で飾られ、童謡譜
が付けられた童謡雑誌が発行された。それら
は大正デモクラシーによって台頭してきた中
間層に支えられ、雑誌文化を発展させた。童
画の分野も個性豊かな画家が輩出した。例え
ば、『赤い鳥』の表紙を毎号、夢のある斬新
な画で飾った清水良雄は、白秋の童謡集にも
多くの挿絵を描いた。
　平行して、装本分野においても西洋の絵や
装丁を真似するだけの明治時代から発展し
て、独自の新しい画風を開拓し、装本できる
技術も整ってきていたのである。
　つまり、一流の詩人達は、珠玉の詩を発表
する時、詩の配列や扉や序文にまで気を配り、
それらに相応しい入れ物として詩集の装丁に
も拘ったと同じように、童謡集にもそれらを
求めたのである。その時、画家の方でも、あ
るいは装丁家にも、それぞれに答えられる準
備が整っていたと言える。
　その結果、各雑誌に発表された作品は、そ
れぞれの個性が光る珠玉の作品集として纏め
られ、上梓されていった。1910年から20年にか
けての、童謡全盛期に次々に美しい童謡集*24
が発行されたのである。それらの童謡集の装
丁の美しさ、扉絵の気の利いたさま、口絵の
すばらしさには現在もなお心打たれ、見飽き
ることがない。装丁も挿画も一流の画家に
よって描かれているからである。一冊の童謡
集が、それぞれ一流の詩人・画家・音楽家の
手によりながら、一つのコンセプトの元に編
集されて総合的な芸術の高さを示しているの
である。
写真①『トンボの眼玉』函
写真②『トンボの眼玉』　矢部季画
写真③『トンボの眼玉』見開き　矢部季画
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第 2 節　北原白秋の童謡集
　具体的に実際の童謡集によってその芸術性
を見てみよう。最初に北原白秋の童謡集を取
り上げる。既に述べたように、白秋の本は豊
かに装丁されており、それぞれが多彩な特色
を持っている。どれを取り上げても魅力ある
ものだが、第一童謡集『トンボの眼玉』を見
てみよう。函（写真①）は、アールヌーヴォ
の草花模様の中央を菱形に白く型抜きされて
題・著者名、そしてその下に「絵入童謡集」
と記され、「絵が多く入っている童謡集であ
る」ことが強調されている。題字はイラスト
化されており、トンボ特有のあの大きな眼を
連想させるように丸●が軽快に飛んでおり、
童謡集を手に取る子どもの弾む心が伝わって
来るようだ。よく見ると「ボ」は、下向きに
飛んでいるトンボの形に、眼玉の「目」は横
にすると目になっている。「の」は、渦を巻
いており、トンボの前で指をぐるぐる回すと
トンボが眼を回すという流言を思い出させ
る。
　本体の表紙と裏表紙（写真②）には、茶色
地に薄黄の水玉ー当時はモダンであったろ
うーに、像や鶏など子どもの好きな郷土玩具
の図柄が配されている。北原白秋は自身の童
謡を「郷土的民謡を復興」して「本然の日本
の子どもとして」「昔歌つた情味深い童謡」
の上に「新しい今日の童謡を築き上げなけれ
ばならない」と願っていると「はしがき」で
述べているが、表紙もその意図を充分に表し
ているといえよう。背は緑のクロス張り、金
文字で題字と著者名が記されている。見開き
（写真③）は、表裏とも子どもが裸で追いか
けっこをして遊んでいるラフ画である。扉絵
（写真④）は、題字を挟んで 2 匹のトンボの
細密画であり、見開きと打って変わった雰囲
気に驚かされる。口絵（写真⑤）は、鮮やか
な朱を使い、西洋のお伽の国を思わせる図柄
写真④『トンボの眼玉』扉　矢部季画
写真⑤『トンボの眼玉』口絵
写真⑥資生堂の包装紙　矢部季画
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で、中央で子どもたちが群れ遊びをしている。
　童謡は、二つのグループに分けられ、第一
グループには「蜻蛉の眼玉」（作品名は漢字
で蜻蛉）「お祭」など 8 篇、第二グループに
は「りすりす小栗鼠」「赤い鳥小鳥」「あわて
床屋」など20篇、合計28篇の童謡が収められ
ている。第二グループの「曼珠沙華」は、白
秋の第二詩集「思ひ出」に所収されていたも
のである。
　注目に値するのは、挿画目次が付されてい
ることである。矢部季が表紙、外装・扉・と
ママ
んぼの眼玉（三色版）・ほうほう蛍・南京さん・
赤い鳥小鳥（三色版）を手がけたことが分か
る。清水良夫は、夕焼とんぼ・お祭り・鳰の
浮巣・金魚（三色版）・曼珠沙華・とうせんぼ・
ねんねのお鳩・なつめ・屋根の風見・あはて
床屋・雀のお宿・物臭太郎・雉ぐるまを描い
ている。初山滋が八百屋さん（三色版）・の
ろまのお医者・雨（二度刷り）赤い帽子黒い
帽子青い帽子・ちんころ兵隊・りすりす小栗
鼠（二度刷り）・山のあなたを・鳥の巣・憂
さ憂さ兎（二度刷り）・かぜひき雀・舌切り
雀（二度刷り）を描いている。
　矢部季 *25（1893-1978）はアール・ヌーヴォ
の図案の中でも特にビアズレイに影響を受け
た画風で、資生堂の広告や包装紙（写真⑥）
に手腕を発揮し、資生堂の包装紙や女性画は
良く知られている。白秋の作品では『兎の電
報』『トンボの眼玉』の装丁と挿画を担当し
た。『白秋小唄集』の装丁も手掛けているが、
外函の赤い唐草は「ヴォルポオネ」を初めて
活用したという *26。『トンボの眼玉』の函の
草花文様の意匠にも通じるところがある。
　清水良雄 *27（1891-1954）は、『赤い鳥』の
表紙を手がけた新進気鋭の童謡画家。大正の
初め頃から挿絵を描き、鈴木三重吉が創刊し
た童話雑誌「赤い鳥」においても創刊号から
挿絵を描いている。この他「コドモノクニ」
にも多くの作品を見ることができる。
　初山 滋 *28（1897-1973）は常に新たな作風
を追求した画家であり、詩集などの装丁にも
長けていた。繊細で幻想的な『人魚姫』『た
なばた』などの絵本は、現在もなお人気があ
るが、『トンボの眼玉』にもその画風が表れ
ている。
　一流の画家三氏による挿画は28葉、童謡28
篇に対し、総て挿絵が付いているということ
になる。扉絵、見開き、表紙、函を加えると、
童謡の数を 4 葉も上回り、まさに「絵入童謡
集」と銘打たれるのに相応しい。
　以上のように、一流の詩人が創作した珠玉
の童謡を、一流の画家らの手による挿画、装
丁によって出来上がった童謡集は、まさに総
合芸術の傑作であった。　
　後続の童謡集も白秋のものに習い、各童謡
に相応しい雰囲気を持つ画家が挿画を手が
け、装丁も工夫を凝らされたものが刊行され
ていった。
　
第 3 節　三木露風の「童謡集」
　三木露風の第一童謡集である『真珠島』は、
1921年（大正10）年12月にアルス社から出版
された。露風の創作時期の中でも最も充実し
た時期の75篇が集められているため、童謡集
としての評価も高く、代表作と言われる。露
風がトラピスト修道院に招聘された翌年末に
上梓されており、函（写真⑦右）の意匠や作
品にはキリスト教の影響が出ている。童謡集
本体（写真 ⑦ 左）の装丁・挿画は、先に紹
介した叙情的な画風を持つ初山滋による。表
紙は若草色の絹の繻子張り、黒の毬栗のよう
なドット文様、背文字は金の書画文字で押さ
れている。露風の童謡が持つ繊細さと、装丁
の幻想的な雰囲気が相俟って瀟洒な一冊に仕
上がっている。口絵の母子像（写真⑧）は、
初山滋の絵として有名であるが、それほど子
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写真⑦『真珠島』、右函　初山滋装丁、画
写真⑨『真珠島』扉　初山滋画
写真⑩『真珠島』の「黄金の泉」挿絵
初山滋画
写真⑧『真珠島』口絵　初山滋画
写真⑪「きりぎりす」楽符
「ねむりの小唄」挿絵
初山滋画
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どものための絵画が多くない時代であったれ
ば、当時の子どもたちはどんなにか喜びを感
じて見ていただろうか。扉（写真⑨）は、繊
細で愛らしい貝殻の中で眠る少女の細密画。
　目次の後に、これも挿画目次が付けられて
いる。初山滋による17葉で、「黄金の泉」（写
真⑩左）「月夜」「眠れよ我兒」は「原色版」
の絵画、「真珠島」「冬の花籠」「ねむりの小唄」
（写真⑩右）他 6 葉は繊細なジンク、「正午」「山
づたひ」他 3 葉はコロタイプである。
　挿画目次の次に、作曲目次がある。山田耕
筰による 4 作を掲げ、次の頁から 4 曲の楽
譜（写真⑪）が掲載されている。山田耕筰 *29
（1886-1965）は、日本語の抑揚を活かしたメ
ロディーで多くの作品を残した。日本初の管
弦楽団を作るなど日本において西洋音楽の普
及に努めた作曲家としても有名である。童謡
では、露風の「赤とんぼ」、白秋の「この道」
などが有名である。 
　白秋の童謡集『トンボの眼玉』に遅れるこ
と二年、露風の童謡集『真珠島』には、作曲
目次と楽譜が掲載され、さらに多方面に渡る
総合芸術の体を為してきた。
　
第 4 節　童謡の内在律
　当時の童謡は、作曲された童謡ばかりでは
なかった。例えば、三木露風の童謡集『真珠
島』の数篇には曲譜が付けられてはいたけれ
ども、発行当時、有名な「赤とんぼ」にはま
だ曲が付いておらず「赤蜻蛉」として詩のみ
が載せられていた。しかしほとんどの童謡作
品は、童謡自体が自然な律を持つことによっ
て、自然発生的な口ずさみが可能な作品で
あった。むしろ、童謡が本来子どもの口をつ
いて出てくる自然発生的なものとする初期の
頃は、童謡自体の内在律に重点が置かれてい
たのである。
　白秋と露風が、童謡創作に着手した頃、両
者は未だ文語詩を創作していた。露風は、一
時口語詩も創作したが、「秋のおとづれ」以降、
文語と口語の混交体による自由な律を持った
露風独自の表現法に戻っていた。独自の表現
法とは、文語と口語の大きな差がある文末、
つまり動詞を省略することで、両者の違和感
を軽減した。例えば、『廃園』の代表作「去
りゆく五月の詩」では、
    
　　われは見る。
　　廃園の奥、
　　折りふしの音なき花の散りかひ。
　　風のあゆみ、
　　静かなる午後の光に
　　去りゆく五月のうしろかげを。
　「われは見る。」と口語で歌い出し、何を見
るかという目的語を名詞止めで並べていく
「廃園の奥、」「…花の散りかひ。」「風のあゆ
み、」「静かなる午後の光に、」「五月のうしろ
かげを。」という具合である。可能な限り動
詞は省略して体言止めにする。文末に使うと
きは口語体を使い、文の途中に文語体を用い
る。「去りゆく優しき五月」は、口語では「去っ
ていこうとする優しい五月」となるはずであ
るが、文語体の律の方が流麗で、口語体の説
明的なくどさを免れている。
　また、「午後の光に」は、次の行の「去りゆく」
に連なり、「去りゆくは」はそれ自体が「五
月のうしろかげを」に連なるので、一語が二
度使用されることになり、揺り返すような優
美なリズムを生む。露風は、これらの詩の技
法を、童謡にも応用していたのである。
　露風が『赤い鳥』に発表した最初の童謡「毛
虫採」は、露風にとっても初めての童謡を創
作する時期の苦労が滲み出た作品であり、詩
稿ノートに残された推敲（初期形ⓐ推敲形ⓑ）
を見ると、様々な工夫の跡が窺える。
日本文化独自の「童謡集」という総合芸術美－北原白秋・三木露風の童謡集を中心に－
－43－
　　毛虫採ⓐ　　　
　毛虫、毛虫
　むくむく寝てる
　梅の木の中に
　夕日が真つ赤。
 
　毛虫を落せ
　ゆさぶつて落せ
　はらはら落せ
　雀にくれろ。
　　毛虫採ⓑ
　毛虫　毛虫
　青んこの毛虫
　毛虫が寝てる
　松の木の枝に
　毛虫を落せ
　毛虫のむくむく
　風が吹けばもさもさ
　雨の露ばらばら
　落せ　落せ
　竿の先で落せ
　泥の中へ埋めろ
　火の中へくべろ
　落した毛虫
　花のわき匍匐てゐる。
　ⓐの初期形では「むくむく寝てる」は、本
来ならば「むくむく寝ている」となるが、会
話口調にすることにより「い」を省略し、リ
ズムを整えている。「夕日が真つ赤」は助動
詞「だ」の省略。「毛虫を落せ／ゆさぶつて
落せ」という動詞の反復。さらに、毛虫採ⓑ
では、「むくむく」「もさもさ」「ばらばら」
という同じ音数の擬音や擬声語の繰り返し
で、リズムを付けている。
　さらに「泥の中へ埋めろ／火の中へくべろ」
で、対句表現と脚韻を使用している。在来の
わらべ唄のように、単調だが自然に涌いてく
るようなリズムを内在させている。
　谷悦子は、「擬音 ･ 擬態語の楽しさや心地
よさこそは、韻を踏んだ音響に愛着を持つ幼
児の世界である」*30と捉えている。露風も、
童謡創作の始めに、「童語」という問題に直
面したとき、「子どもが使う易しい口語」と
認識し、同じ音律の擬音・擬態語を重ねて
使った。そこには、子どもの「愛着を持つ音
響の世界」への志向があったと考えられる。
既に詩の創作で獲得していた、体言止め、対
句表現、踏韻、そして独特の揺るような優美
なリズムなどを駆使して、リズミカルな作品
を創作したといえるだろう。　
　本来のわらべ唄が持つ、子どもの口をつい
て出てきた言葉のようなリズムに、さまざま
な新しい新体詩（西洋詩）の技法によって生
まれたリズムを乗せた童謡が持つ内在律こそ
が、童謡が童謡たるゆえんの最大の要素であ
る。つまり童謡は、後で付けられた作曲以前
に、すでにそれ自体がリズムを内在している
存在なのである。
　童謡は、詩の内容と律の持つ響きによる二
つの要素が複雑に絡み合って構成されていな
ければならない。そして、童謡の内在律は、
日本の風土の中にあって謡うという民衆の自
然発生的な姿に起源し、古来から韻文学を中
心に発達してきた日本語の音律にも深く根ざ
しているのだった。
　以上のように、「童謡は詩である」と言明
した露風は、童謡に象徴詩の詩想と技術を持
ち込み、さらに童謡特有のリズムや幻想性を
湧き上がらせた。これらの詩に一流の作曲家
が曲を付け、一流の画家による挿画が添えら
れ、瀟洒な装丁の本に仕立てられた。こうし
て、意匠深い函に収められた童謡集は、総合
芸術として日本の文化の粋を集めた芸術作品
として存在したと言える。
終　　章
　現在ではさまざまな商品が、一つのコンセ
プトの元にトータルにコーディネートされて
いる。しかし、それらの意識の低い時代にあ
りながら、童謡集は、童謡に曲（メロディ）
が付けられ、挿絵が添えられているばかりか、
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装丁と編集意図がみごとに調和した近代的な
芸術作品であった。本稿では北原白秋と三木
露風の童謡集を例にその様が実感できた。加
えて、一般に童謡とは易しく書かれた詩に曲
（メロディー）がつけられたものと思われが
ちだが、実は童謡自体が既に詩と律（＝リズ
ムと抑揚）の融合作品であり、多重の総合性
を持つことも確認できた。
　童画と作曲が加わっている分、詩集よりも
総合的であり、しかも芸術面でも何ら遜色の
ない水準を保ち、白秋においてはむしろ童謡
集の方が生き生きとしていると評価されるも
のであった。
　絵本は、絵と言葉の総合性の上に成り立つ
芸術であるが、童謡集は、それに音楽と装丁
の美が加わっている分、これもまたより総合
的である。しかも、絵本の消耗に比べれば、
童謡集は最初から詩人の粋を凝らした装書で
あるがため、高価であるが芸術性が高く、大
切に保管されてきた。
　これらの童謡集は、幼い子ども達が初めて
出会う絵と歌と詩（内容・思想・律）である
と考えたとき、それらの影響力は大きい。幼
い頃に歌った謡は、生涯人の心に宿り、時に
は慰め、時には励まし、心の支えとなってい
る。現在、わらべ唄や童謡は、民間の口承だ
けでなく教育の現場でも伝承されるように
なってきた。日本の文化を大切にする意味に
も繋がるからである。
　さらに、童謡時代に育った高齢者が高齢者
施設で童謡に親しみながら豊かな時間を送っ
ており、童謡は、もはや子どもの文化財だけ
ではなく、日本の文化財となっているのであ
る。そこには、童謡が日本の風土の中にあっ
て謡うという民衆の自然発生的な姿に起源
し、日本語の本質的な律に由来しているとい
う安心感があり、童謡によって育まれてきた
幼い日々の思い出と懐かしさがある。幾多の
災害の時、人々の心を支え慰めてきた童謡の
働きを思うとき、無形の童謡継承と共に、そ
の童謡を守ってきた童謡集の総合的な美しさ
も保存継承していかなければならないと痛感
するのである。
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